
止めよう！辺野古新基地建設 

沖縄県民の民意を無視するな！8.31 集会 

 

 日本政府は、沖縄県民の民意を力ずくで押しつぶして辺野古新基地建設を推し進め、9

月から埋め立ての本格工事を強行しようとしています。 

 このような中で、7月 16 日に、県の第三者委員会は「埋め立て承認手続きに法的な瑕疵

（欠陥）が認められる」との報告書を知事に提出しました。 

 この報告書を受けて、翁長知事は 8 月から 9 月にかけて承認取り消しの決断をくだすで

しょう。 

 これに対して、日本政府は公有水面埋立法を所管する国土交通省に行政不服審査法に基

づき審査請求を行い、知事の承認取り消しの効力を停止して、埋め立て工事を強行する方

針です。行政不服審査法は個人の権利を救済するための法律であり、防衛省が個人と同様

な立場で申し立てをすることは、法の主旨に反し、悪用、乱用であり絶対に許せません。 

 さらに、防衛省は取り消しの決定をした知事を提訴することになります。 

 辺野古新基地建設を許さない闘いは、沖縄県と日本政府の全面対決の新たな局面に入り

ます。これまで以上に本土での連帯の闘いが重要になってきます。 

 翁長知事の決断、沖縄県民の島ぐるみでの闘い、そして辺野古現地での闘いをしっかり

と受け止めて、辺野古新基地建設を許さない大きな闘いを決意を新たにして作り上げてい

きましょう。集会への多くの皆さんの参加を呼びかけます。 

●日時      8 月 31 日（月）   18：00 開場 18：00 開始 

●会場      豊島公会堂 

         ＪＲ山手線、東京メトロ丸の内線、有楽町線（池袋駅）東口 5分 

●沖縄からの訴え 安次富浩（ヘリ基地反対協共同代表） 

         仲村未央（沖縄県議会議員） 

●特別アピール  本土から沖縄への埋め立て土砂の搬入を許さない取り組み 

         湯浅一郎（ピースデポ・海洋物理学） 

●資料代     500 円 

●主催      フォーラム平和・人権・環境 

         沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック 

         ピースボート 

         辺野古への基地建設を許さない実行委員会 

●連絡先     沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック   090-3910-4140 

9.12（土）は止めよう！辺野古埋め立て国会包囲へ！14：00～15：30 

主催：止めよう！辺野古埋め立て国会包囲実行委員会 

協力：戦争させない・9 条壊すな！総がかり行動実行委員会 


